





















































































































































































































































































































































































































































肯定的生活体験 15．02 11．10 20．04 13．05 一2．68 ＊＊
否定的生活体験 22．15 14．10 24．85 14．56 一2．15
?
抑うつ 3．68 0．73 3．66 0．89 一 ．25
落込み 4．53 0．97 4．85 0．93 一2．56 ＊＊
親的サポート 6．84 3．41 8．34 3．90 一3．25
?
友達的サポート 5．37 4．06 7．00 4．18 一3．06 ＊＊
自己充実的達成動機 5．33 0．67 5．51 0．61 2．24 ?















肯定的生活体験 一 32＊＊＊ 一 ．02 一20＊ ．21＊＊ ．36＊＊＊ ．32＊＊＊ ．25＊＊
否定的生活体験 ．10 ．38＊＊＊ 一 ．15 一 ．27＊＊ 一 ．23＊＊ 一 ．21＊＊
抑うつ ．56＊＊＊ 一 ．21＊＊ 二21＊＊ 一 ．37＊＊＊ 一 ．18＊
落込み 一 ．00 一 ．05 一 ．02 ．13




肯定的生活体験 一 ．15 一 ．03 一 ．18＊ ．45＊＊＊ ．35＊＊＊ ．46＊＊＊ ．12
否定的生活体験 ．12 ．52＊＊＊ 二19＊ 二20＊＊ 一 ．35＊＊＊ 一 ．09
抑うっ ．50＊＊＊ 一14 一 ．10 一 ．43＊＊＊ ．04
落込み 一 〇．2 二〇1 一 ．13 ．18＊













































































CumulativeR2 F cumulativeR2 F
R2 change R2 change
男　　性
自己充実的
達成動機 ．14 ．14 17．06＊＊＊ ．00 ．00 ．03
親的サポート ．16 ．02 10．48＊＊＊ ．00 ．00 ．01
友達的サポート ．18 ．02 7．68＊＊＊ ．02 ．02 ．58
女　　性
自己充実的
達成動機 ．19 ．19 28．91＊＊＊ ．02 ．02 2．08
親的サポート ．19 ．00 14．46＊＊＊ ．02 ．00 1．05
友達的サポート ．19 ．00 9．62＊＊＊ ．02 ．00 ．71
＊＊＊p＜．0001
Table　5：競争的達成動機・親的サポート・友達的サポートから
　　　　　抑うつ・落込みへの段階亜的重回帰分析（男女別）
　　抑うつ
Cumulative　R2
R2　　change
　　　　　　落込み
F　　cumulative　　R　2　　　F
　　　R2　　　　　change
男　　性
競争的
達成動機
親的サポート
友達的サポート
．13
．14
．16
．13
．01
．02
16．21＊＊＊
7．37＊＊＊
8．92＊＊＊
．03
．03
．03
．03
．00
．00
3．98＊
1．98
1．32
女　　性
競争的
達成動機
親的サポート
友達的サポート
．00
．04
．06
．00
．04
．02
．12
2．20
2．12
．02
．02
．02
．02
．00
．00
2．17
1．08
．71
＊p＜．05　＊＊＊　p〈．001
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のの，“競争的達成動機”をもつことは社会的に容認され
にくい。そこで，社会的援助と切り離されたところで動
機を高めていくと思われる。
　競争は実際の社会において避けられぬ一っの対人関係
である。我々は，幼児期にゲームや遊び等を通して，競
争におけるよい対人関係を学んでいくと思われる。しか
し，Lever（1976）は男子は女子に比べて，遊びの規則に
従って，統制された競争社会の場に参加し，敵と共に遊
んだり，また友人と競争したりということによって，競
争というものに対処できるようになるということを指摘
している。
　この論に立っと，女性は，競争における対人関係の処
理を学ぶ機会が少なく，また社会的性役割を学んでいく
上でも，競争自体を避けてしまいがちになる傾向をもっ
とが想定される。女性が競争関係も含めて，さまざまな
対人関係にぶっかるとき，これらのことが精神的葛藤を
引き起こすのではないだろうか。そしてひいては，女性
が落込みやすくなり，やがて，ストレスをかかえこむ，
という状況を生み出すのではないだろうか。
　女性の社会的進出は今後も増加していくと思われる。
しかしそれとともに女性が精神的・肉体的に苦痛を味わ
うことのないよう援助していくことは，より必要となっ
てくるであろう。原（1987）は，そもそもストレスの多
いビジネス社会の中で男性が公私にわたるスタビライ
ザー（安定装置）を所有しているのに対し，女性は安定
装置を欠いていることを指摘している。このような状況
において，女性の競争的達成動機が適応的に認知される
ように，女性および男性を教育し社会化させることは重
要な問題であろう。
　男女それぞれが置かれる社会状況やその文化における
役割を考慮しっっ，個々人の本来もっている達成動機を
すごやかに育てられるにはどのように援助していけばよ
いのかという問題に対して，今後多くの研究が望まれる
ところである。　（1996年4月18日受理）
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要　約
本研究では女性が抑うっになりやすいという現象をとり
あげ，その一因として，ソーシャルサポートの認知に性
差があるのではないかということを検討した。大学生
（男子90名，女子130名）に，ライフストレス測定尺度，
抑うつ測定尺度，落込み測定尺度，達成動機測定尺度を
実施した。その結果，競争的達成動機が高い女性は，落
込みやすく，またソーシャルサポートを有効に活用でき
ないので，達成動機を発揮できずに，落込んだり，抑う
つになりやすい可能性が示唆された。
　　　　　　　　　　　　　　　　（Abstract）
Many　studies　suggest　that　women　are　more　often
depressed　than　men（Gove，1980；Nolen－Hoeksema，
1987）．This　study　focused　on　the　gender　difference　of
the　cognition　of　social　support　between　men　and
women．Four　mesureaments　including　Life　Stress　In－
ventory，　Depression　Scale，‘Ochikomi’＊Scale，　Social
Support　Scale，　Achievement　Motivation　Scale，　car－
ried　out　on　undergraduate　students（90　males　and　130
females）．　Results　showed　that　females，　who　took
high　scores　on　competitive　achievement　motivation，
tended　to　fail　in　using　social　supPorteffectively．
Then，　they　could　not　performe　their　achievement
motivation，　which　leaded　to‘ochikomi’and　depres－
sion．
＊We　have　defined　this　Japanese　term‘Ochikomi’as
astate　of　enervation，　slightly　different　from　depres－
sion　or　helplessness．　Therefore　to　render　its　proper
meaning　in　English　is　seen　difficult．
Key　Words：Social　support，　Gender　difference，　Self－
fulfillment　achievement　motivation，　Competitive　ac－
hievement　motivation，　Depression
